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Kram Ngoy (1865-1936) is one of the most popular poets in Cambodia. In the times 
when he lived, the peasants were in desperate situation at the bottom of society. He 
dared to throw up his stable official job to join them and live as one of the peasants. 
Having monk experience, he believed that the Buddhist teachings should be the 
spiritual prop for the suffering Cambodian people. In his poetry, he advised the people 
to live self-sustaining life according to the Buddhist teachings. However, the Cambodian 
sangha was in a deplorable state, where many monks violated the precepts, and, in 
addition, Buddhists were disunited into the old and new dhamma sect. He denounced 
the sangha while enlightening the poor people. His works, in which his devout Buddhist 
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thought as a lay person is strongly reflected, are full of the lessons and admonitions for 
the Cambodian people. 
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表した［ពុយ 2016］。この詩集には仏教研究所が編集した 4 篇だけではなく、その後に
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II. ゴイが生きた時代 



















































































































































残されているものは少なく［យី 2016:ដ］、現存する作品は 8 篇のみである。まず、下記
の 4 篇が仏教研究所から作品集が発行されたことによって、ゴイの作品が文献として後
世に残されることになった［ឃីង 2008:11］。 
 ⑴「新しい教訓」（チバップ・ルバゥク・トマイ）1932 年 
 ⑵「新しい時代の遺訓」（チバップ・ケー・カール・トマイ）1932 年 
⑶「注意喚起」（セイクダイ・ロムルク・ダハ・トゥァン）1933 年 
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第 9 年度第 5 号 pp.109-122。 
⑻「男性・女性への教訓」（チバップ・プロダウ・チュオン・プロホ・スライ）『カン
プチア・ソリヤ』1937 年第 9 年度第 8 号 pp.207-220。なお、この作品は⑷と類似した
題がつけられているが、内容はまったく異なっている。 
以上の作品は、4 音節単位の句を 7 句連ねて 1 節を構成するボト・カーカテ、5 音節
と 6 音節句を 2 度繰り返して 1 節を構成するボト・プロムクット、7 音節単位の句を連
ねるボト・ピアク・プラムピーの 3 種の技法が用いられ、すべてが長篇詩である。また、
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 「新しい時代の遺訓」（チバップ・ケー・カール・トマイ）の中から 46 節引用 
 「新しい教訓」（チバップ・ルバゥク・トマイ）の中から 22 節引用 
②労働の精励 
 「新しい教訓」（チバップ・ルバゥク・トマイ）の中から 27 節引用 
 「注意喚起」（セイクダイ・ロムルク・ダハ・トゥァン）から 11 節引用 
③配偶者選び 
 「新しい教訓」（チバップ・ルバゥク・トマイ）の中から 16 節引用 
④崇敬する仏教への忠告 
 「注意喚起」（セイクダイ・ロムルク・ダハ・トゥァン）から 23 節引用 
「男性・女性への教訓詩」（ピアク・カープ・プロダウ・チュオン・プロホ・スライ）







更に、特に下記の 5 項目については、具体的な詩の 1 節を引用してゴイの視点が抽出さ
れている。 
a.崇敬する仏教の争い 
 「注意喚起」（セイクダイ・ロムルク・ダハ・トゥァン）より 1 節を引用 
b.精励への戒め 
 「新しい教訓」（チバップ・ルバゥク・トマイ）より 1 節を引用 
c.配偶者選び 
 「新しい教訓」（チバップ・ルバゥク・トマイ）より 1 節を引用 
d.親孝行 
 「新しい時代の遺訓」（チバップ・ケー・カール・トマイ）より 1 節を引用 
e.間違いを犯す 
 「新しい教訓」チバップ・ルバゥク・トマイ）より 1 節を引用 
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一方、ポイ編集の『クロム・ゴイ』［ពុយ 2008］でゴイの経歴を記述したイーは、ゴ
イの作品の視点を以下の 8 項目に分類している［យី 2016: ង-ឋ］。特に引用された詩文





































     ・・・・・・・・（略） 
今どきの人々  間違いを正しいかのようにして  平気で 
     悪事に走る  うそをつき  他人をだまして 
            金銀におぼれる 
     悪知恵  傲慢  暴力          
     手でも足でも  殴る蹴る  刑務所で鎖につながれ 
             ついには絞首台  
・・・・・・・・（略） 
     強盗や盗みはいけない  怠けてはいけない  騙してはいけない 
     金を騙し取れば  首に鎖  正しい行いをしよう 
              正しく生きよう 
     働こう  土をならし  田を耕して稲を刈ろう 
     他人ではなく  息子よ父に従おう  近くの道に明かりを掲げよう 
             荊をはびこらせないように 
     ・・・・・・・・（略）            
     精を出して働こう  大地を耕そう  在家なのだから 
     嘘を信じて  借金して  首が回らず 
            田畑を失う 
     ・・・・・・・・（略）             
     貧乏人は  もがき苦しむ  ひもじいばかり 
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     人に恩を施そうにも  何もない  学びもしない 
                八つの道24）を 
     まるで漁師だ  せっせと  田を作ることはない 
     行いが業となる  季節が巡るたびに  自分は正しいかまちがいかと 
              努力しようかやめようかと迷う 
     ・・・・・・・・（略） 
アル中仲間  集まって酒盛り  若い衆に 
     なんくせをつけ  泥酔し  大口をたたく 
              貧乏になるのも知らず 
     人のいうことを無視し  金があれば酒を飲み  飲んでしまえば無一文 
     自分は文無し    中国人は帳簿付け  ツケが溜まりすぎて 
             土地は質草  
     ・・・・・・・・（略）                  
「新しい教訓」より 
      
・・・・・・・・（略） 
生まれて人間になるということは  遠くでも近くでも見通し 
     何事も着実にやりとげ  しっかり考えるということ 
     愚かな人間はそれに気づかず  まるで盲目のよう 
     姿はあっても頼りにならず  愚かになってゆくばかり 




















     
・・・・・・・・（略） 
名誉があり  高い地位があるなら  役人がふさわしい 
立派な官吏になり  印章をもつ大臣  王や知事 
              お役所で                   
フランスの法律に詳しくなっても  正直であれ  恩と寛大さ忘れるな 
高慢になるな  親族を忘れるな  裁判は 
            公平であれ 
・・・・・・・・（略） 
    盗人強盗  妻を娶り  遠く離れた土地に行き 
金で村長職を買い  知事を買収  そしらぬ顔で 
              政府の金は使い放題 
搾取し  陰でこっそり盗み取り  知恵を働かせて 
指を見つめて  偽りの印を押し  神の目を欺く 
            土地を守る神の 
    もうひとつの悪は  悪事が善  それは役人にとっては善 
    責めて縛って捕まえて  慈悲なく呵責なく  役人の善 
                その善は悪事だ 
これらの行い  なすべからず  決してやってはいけない 
ブッダの教えに従って  跪拝し生きていくならば  身はいかに貧しくても 
             神のご加護がある 
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     ・・・・・・・・（略） 
     辰年十干 6 年  大雨に被害  下弦が二度巡る 
     夜といわず昼といわず  空は暗く嵐が吹き  豪雨と洪水 
                 大地は沈む 
     故郷の小川や谷の  木々は  すべて倒れ 
     竹も  根こそぎ折れ  木の実は 
         実ったばかりなのに 
     戌年亥年子年  この間  続けて 3 年 
     病気が流行り  人は大勢死に  寅年卯年もこの恐怖 
             米の収穫は望めない 
     巳年も  雨は降り続け  昔の伝えにもある 
     陰暦 12 月  大地は見えず  全ての人は川の中 
            畑は全滅だ 
     道は断たれ  政府は  お手上げ 
     未年も大災害  遺産はすべて質に行き  口に入れるもの皆無 
             餓死に至る 
     ・・・・・・・・（略） 
北から南まで  老いも若きも  見渡せど 
     人影なく  何も見えず  まさに無の世界 
           どこに行ったのだろう 
     時は  陰暦 4 月  お坊さんはいない 
     郡長がいるだけ  適当に量って  1 ヘクタールの土地から 
              40 桶を集める 
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     村長は  分け前を取って  10 桶がフランス 
     地方政府の  蔵に入る  家族はザル 2 杯の 
            税を払う 
     緩くも厳しくもないが  必死で働かねば  カンボジア人なら 
     男の子は  父母の元にいよう  政府が厳しく 
           税を払えという 














           
     ・・・・・・・・（略） 
     男として生まれたら  考えを巡らせよう  あらゆることに 
     出家して学ぼう  パーリ語仏典を  この世を生きぬくことができる 
              隙間をつくるでない 
     国民ならば働こう  雌牛を飼い  一生懸命働こう 
     貧乏は怠けから  がんばって  知恵をつけよう 
              考えに勝るものはない 
     幸せを  願うなら  考えて生み出すだけ 
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     前世から  積み上げた徳が  考えを生み出し 
           幸せを作る    
     ・・・・・・・・（略） 
世の若者よ  覚えておこう  経典は 
     規範  仏の言葉を聞こう  僧の説法をとおして 
         四つのことがら26） 
     知恵の人に学ぼう  怒りそうになったら  心を静め 
     争いそうになったら  抑えよう  人はののしっても 
                いつか怒るのをやめる 
     ・・・・・・・・（略） 
供え、戒、布施  知らなければ学べ  なければ求めよ 
     善きこと清らかであること  努力して求め  進んで学ぼう 
                   身を守ることになる 
     これは教えだ  基本的な  習いとしての 
     男も女も  倦むことなく  そのように 




     素直な子は礼儀正しく  両親の名誉を重んじる 
      両親は卑しい身であっても  名誉を損なわせてはいけない 
     勉学に励んで身を立て  両親を助ける 
     愚か者は怠惰  仏典に興味をもたない 
     学べ子供たちよ  男の子も女の子も文字を学べ 
     ブッダのころは  比丘も比丘尼も 
     比丘も沙弥も  みな経を唱えた 
     修行の足りない僧は  あやふやだ 
     ブッダは定めた  今日伝わる戒律を 
     カンボジア人の伝統は  まじめに耕作し米を作ること 
カンボジア農民詩人あるいは在家上座仏教徒としてのクロム・ゴイの視点 
- 36 - 
 
     正しい教えを  知恵で照らされた道として守る 

























       
     ・・・・・・・・（略） 
     戒律から離れ  227 の戒27）を破る 
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      省みることなし  出家者ならば怠らず守るべし 
     不殺生不偸盗は戒の第 1 不蓄金銀宝は第 10 戒 
     僧の破戒  慨嘆に耐えず 
     金を掠め  破戒を隠す 
     在家の布施を  邪にも貯め込む 
     ・・・・・・・・（略） 
     パーティモッカ 227 学処28）  僧は怠けて修行せず 
     破戒の数々  気にもせず 
     パーチッティヤ 92 学処29） ニッサッギヤ 30 学処30） パーラージカ 4 学処31） 
     知っていれば修行して  正しくあれば堅守する 
     真剣に学ばないゆえに  あらゆることはうろ覚え 
     己が間違いだと知っていても  相手が無知だといって喧嘩をする 
     サンガーディセーサ32）の怠り  13 学処を心に留めて 
     自制したことがあれば  騒がず怒らず間違わず 
     六根33）に任せて  パーチッティヤの罪の数々 
     目鼻耳舌  目はあちらを見 
      舌ではあれこれ味わい 冗談をいってからかう  
      ・・・・・・・・（略）・ 
     食べ物にありつこうと徘徊し  好きな時に食べ 
     セーキヤ34）75 学処  破戒の罪なり 
     僧は軽く見ている  パーティデーサニーヤ 4 学処35） 
     ・・・・・・・・（略） 
     心を保ち己に厳しく  敢えて破戒することなし 
     僧に三つの姿あり  一、真に涅槃を目指す者 
     二、己の考えを  現世で高めるべく努める者 
     三、大志をもたず  パーリ語呪文に走る者 
     医者としての名を高め  呪文を唱えて病人に当たる 
     娘、寡に呪文をかけて  遠くに座ることはなく 
     呪文で虜にしてしまい  僧と在家の一線なし 
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     ・・・・・・・・（略） 
     私は恐れる  サンガを救う仏教が傷つくことを 
     いかに批判してもしきれない  僧が戒律を破ること 


















     ・・・・・・・・（略） 
旧仏法派は新仏法派を批判する  パーリ語仏典は節度というものを説く 
     お互い批判をやめよう  口を慎もう 
     仏法は一つでありブッダは一人  僧は寺院に拠って学ぶもの 
     ある僧は仏典を覚えず  そこから外れて真のあり方を知らない 
     ・・・・・・・・（略） 
     仏典とブッダは  お互いに争えとは教えていない 
     各寺の僧は三蔵を守り  一致団結せよと説く 
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     各寺の仏像を  昼夜崇めよと教える 
     努めて三蔵を  唱えよう 
     意味がわからければ  聞けばよい 
     パーリ語を理解する僧が  翻訳してくれた 
     愚かな者はブッダの言葉を聴かない  まちがいといわれて怒る 
     百千にのぼる三蔵は  数えきれない 
     すべてわかったつもりで  翻訳ものを学ぼうとしない 
      自分はまちがっていることを知らず  聖人のいうことを認めない 
      パーリ語をまちがって理解し  古いやりかたにこだわり改めない 
      仏典は翻訳などできない  祭事に役立たないという 
      翻訳すれば人の役に立つのに  自分は古いやり方で読む 
      ・・・・・・・・（略） 
      ブッダが説教し識者が口述し  律蔵として残した 
      この多くの経典を  翻訳した 
      パーリ語の真のことばは  詳しく翻訳された 
      聞いて明確に理解できるといってはいけない  古い偽経にたよってはならない 
     昔の仏典は  どこかにいってしまい散逸していた 
      僧たちは正しいこととまちがったことを見分けて  あるものを捨て 
      あるものを残し  整理しなおした 
      昔からの仏法の教えは  誰のものかわからない 
      混乱した経典は文字がまちがって  何の役にもたたない 
      僧はそのまちがいを見つけ  パーリ語を検討して整理した 
      愚か者は仏法が  新しくなったと批難する 
      ・・・・・・・・（略） 
     ブッダの言葉をおろそかにせず  正しく理解しよう 
     印刷されて  本になったのだ 
     これで経典がたくさん学べる  末永く大切にしよう 
     近頃愚かな人は僧に対して  とやかく言う 
     紙に印刷した仏典は偽経  とつぶやく  
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     これからはそのようなことを言うでない  印刷された仏典は地上に広まる 

























                  
おわりに 
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アの初期ナショナリストを中心として編集された［Chheat et al. 2005:32］。同紙第 1
年 8 号（1937 年 2 月 6 日）では「他の民族が我が民族を見下すのは、我が民族の発展
がとても少なくて彼らに遅れ、更に、国内の団結もなく、自分自身の民族を愛する気持
ちがない」からだとカンボジア人を叱咤し［坂本・岡田 2019:15］、第 2 年 95 号（1938


























4）『ソパート』（ルム・クン作 1938 年）［岡田 2014］。 
5）徴用税、畑税、高地畑税、コショウ税、籾税、舟税［シルベストル 2019:177］。 
6）関税、酒税、マッチ税、登記料税［ibid.］。 
7）徴用日数 10 日が課されたが、税金に代えることもできた［ibid.:184］。 
8）19 世紀後半のスヴァの乱、ポ・カンボの乱、シヴォタの乱など［Hansen 2007:58-62］。 






11）『ナガラワッタ』第 1 年 22 号（1937 年 5 月 29 日）［坂本・岡田 2019:116-117］、同







15）参考：教派別内訳（2009 年）：モハーニカーイ派 4,231 寺、僧侶数 53,430 人、トアン




















つ必要なものである［水野 2018:195-197］。  
25）『ナガラワッタ』第 1 年 15 号（1937 年 4 月 3 日）［坂本・岡田 2019:70］、同 17 号（同












28）pāṭimokkha：律蔵の中から戒 227 条（学処）のみを抽出した戒本集。［ibid.］。 
29）pācittiya：飲酒、殺生などの行為を禁じた戒 92 条［石井 1969:80-93,1993:308］。 
30）nissaggiya-pācittiya：所有禁止の品物に関する戒 30 条［ibid.］。 
31）pārājika：不殺生、不偸盗、不淫、不妄語の 4 条［ibid.］。 
32）saṅghādisesa：女性の体に触れたり、サンガの分裂を招く行動など 13 条［ibid.］。 
33）眼耳鼻舌身意の 6 感覚器官 
34）sekhiya:着衣、食事、用便の礼儀作法など 75 条［石井 1969:80-93,1993:308］。 
35）pāṭidesanīya:食事に関する微罪 4 条［ibid.］。 
36）1968 年律蔵・経蔵・論蔵全 110 巻が完成した［ហួេ 1969:48］。 
37）1931 年、国王出席のもと盛大な式典が催された［ibid.］。 
38）カルプレスは「カンボジア仏教を単なる宗教としてではなく、社会を維持する強い 
 精神的な力と考えるべきである」と記している［Goodman 2018:238］ 
39）1926 年から 1927 年にかけて『カンプチア・ソリヤ』誌上には仏教変革派による仏教
教理に関する解説記事が毎号に見られる。 
40）『ナガラワッタ』第 2 年 54 号（1938 年 1 月 15 日）［坂本・岡田 2019:302］、同 62
号（同年 3 月 19 日）［ibid. :356］でアンコール・ワットはカンボジア人の先祖による
建築であることが強調されている。 
41）『ナガラワッタ』第 1 年 15 号（1937 年 4 月 3 日）［坂本・岡田 2019:70］、同 22 号（同
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